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ICTを活用した授業実践　No.1

保体・技術



リーディングDXスクール

今年度、西泊中学校は文部科学省のリーディングDXスクール事業の研究指定をうけ、
クロームブックやクラウド環境を活用した授業実践や校務の効率化に取り組んでいま
す。

今回は、今年度実施した、ICTを活用した校内研究授業（保体・技術）を紹介します。

<リーディングDXスクールとは>

“リーディングDXスクール”は、GIGA端末の標準仕様に含まれている汎用的なソフトウェ
アとクラウド環境を十全に活用し、児童生徒の情報活用能力の育成を図りつつ、個別最
適な学びと協働的な学びの一体的な充実や校務DXを行い、全国に好事例を展開する
ための事業です。

リーディングDXスクールサイト(https://leadingdxschool.mext.go.jp/） より

DX・・・デジタルトランスフォーメーション

https://leadingdxschool.mext.go.jp/)


１　保健・体育科（２年生）　本時のねらい

単元名  球技（ソフトボール） 

本時の 
めあて 

動画撮影を通して、基本的なバッティングフォームを身に付
けよう。 

本時の 
まとめ 

動画撮影を通して課題に気づき、基本的なバッティング
フォームを身に付けることができる。 

ICTを活用し
た個別最適
な学びと協
働的な学び 

自分の技能を動画撮影し、班員と確認し合うことで、自分や
班員の良いポイントや改善すべきポイントに気づき、互いに
教え合うことで、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に
実践する。 



１　保健・体育科（２年生）　本時の内容

学習活動 指導上の留意点 Chromebookの活用

導　
入

1学習の準備
　ランニング・準備運動・補強運
動
本時のねらいの確認

　ドリル活動

安全に留意しながら班員と協力して
取り組ませる。

展　
開

2トスバッティングの練習①

3 トスバッティングの練習②

（時間があればゲーム）

実際に動くボールに対して、バッティ
ングを行ったときのバッティング
フォームの確認や教え合いを行う。

各自の課題の改善を意識させて取り
組ませる。

Chromebookを使い、動 画を
撮影することで、教科書の技の
ポイントと照らし合わせて、自分
や班 員のバッティングフォーム
の良いポイントや課題を見つけ
ることができる。
各自の課題の改善前と改善後
の違いを意識して撮影する。

終
末

4本時の振り返りをする。 見つけた課題や班員からのアドバイ
スを記入し、振り返らせる。



授業の
様子



単元名 情報の技術　プログラミングの体験

本時の
めあて

変数を使ったプログラミングをマスターしよう

本時の
まとめ

変数をマスターするには、
変数の作成→変数への代入→処理→出力→デバッグの手順が大
切である。

ICTを活用
した個別
最適な学
びと協働
的な学び

キュビナによるレディネステストにより生徒の理解度を把握し、理
解度の低い生徒には補充学習を行うなど、本時の学習に必要な知
識の定着を図る。
また、Jamboardをグループで共有し解決方法を話し合いながら

協働的な学びを図る。データ共有で他の考えを知ることにより、個
別最適な学びにつなげる。

２　技術・家庭科（技術分野）１年生　本時のねらい



２　技術・家庭科（技術分野）１年生　本時の内容

  学習活動  指導上の留意点  Chromebookの活用 

導　
入 

〇前時の学習を振り返る。  
〇キュビナで変数に関する問題をとき、本時に必
要な知識について確認する。  
【個別最適な学び】 
 
〇本時のめあてを確認する。  

〇レディネステストにより生徒の

理解度を把握し、本時の学習に必

要な知識の定着を図る。 

〇キュビナで配信された
ワークブックの問題をと
く。 

展　
開 

〇変数について知る。 
 
 
〇かけ算のプログラミングを作成する。  
 
 
〇定価・割引・送料から価格を計算するプログラ
ム（どのショッピングサイトがお得かを判 定す
る）を作成する。 
【協働的な学び】【個別最適な学び】  

〇数学とプログラミングにおける
変数の概念を対比させながら理解
させる。 
〇クラスルームに作成手順をアッ
プし、生徒が参照できるようにす
る。 
〇グループで話し合い、プログラ
ムの予想をした後、プログラミン
グを行わせる。 

〇クラスルーム上の資料
を参照する。 
 
〇スクラッチを使ってプ
ログラムを作成する。 
〇スライドを使ってデー
タを共有する。 

終
末 

〇プログラムを紹介する。  
〇本時のまとめ 

〇いくつかのグループに 発 表 さ
せ、全体に共有する。 

〇スライドを電子黒板に
提示し発表する 



２　技術・家庭科（技術分野）１年生　クラスルームの内容

見通しをもつ
主体的な学び

形成的評価
・個別最適な学び

協働的な学び
個別最適な学び

本時のまとめ
形成的評価

個別最適な学び



授業ス
ライド



授業ス
ライド



授業ス
ライド



授業の
様子


